
編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

　
江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望
の
方

は
、
議
会
開
催
日
に
本
庁
３

階
の
議
会
事
務
局
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

議
会
へ
参
加
し
よ
う

市
政
に
対
し
て
意
見
や
要
望

が
あ
れ
ば
、
議
会
へ
請
願
・

陳
情
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

請
願
の
場
合
は
市
議
会
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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請
願
・
陳
情
締
切
／
2
月
19
日
午
前
中
ま
で

次
回
３
月
定
例
会 

　
２
０
２
０
年
夏
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
す
。巨
額
を
投
じ
た
新
国
立
競

技
場
の
年
間
維
持
費
24
億
円
は
江
津
市
の
年

間
予
算
の
約
１
／
７
の
金
額
で
す
。福
島
で

は
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
予
選
を
行
い「
復
興

五
輪
」の
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
福
島
か
ら
聖
火
ラ

ン
ナ
ー
が
３
月
26
日
出
発
し
全
国
を
回
り
ま

す
。江
津
市
も
５
月
16
日
市
民
セ
ン
タ
ー
付
近

を
出
発
し
２
・４
㎞
12
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り

ま
す
。福
島
で
は
、廃
炉
や
汚
染
水
、避
難
生
活

の
問
題
な
ど
真
の
復
興
は
道
半
ば
の
状
態
で

す
。同
時
に
温
暖
化
や
環
境
問
題
は
生
態
系
を

壊
し
、気
候
変
動
な
ど
で
大
規
模
災
害
と
な
っ

て
暮
ら
し
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。ど
こ
で

も
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
、現
場
の
声
、市
民
の
声
が
届
く
市
議

会
を
目
指
し
ま
す
の
で
、忌
憚
の
な
い
ご
意
見

を
お
願
い
し
ま
す
。  

　 

　
　 （
植
田
　
好
雄
）

※開始時間は予定です。

練習に励む　濵田将吾くん
（山梨学院大学1年：浅利町出身）　

市
議
会
だ
よ
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら

ごうつ
議員活動レポート

議員クラブ
1月11日（土）に行われた江
津市チャリティー余芸大会
に出演しました。花崎祥子
先生の指導、梶谷真弓先生
の伴奏のもと今年は『優し
いあの子』『365歩のマー
チ』の2曲を披露しました。

（写真は練習風景です）

議員連絡会
9:30～

全員協議会
9:30～

本会議
10:00～

委員会
（議会運営）

15:00～

情報交換会

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

3/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

日 月 火 水 木 金 土

委員会
（予算）
9:30～

委員会
（予算）
9:30～

委員会
（予算）
9:30～

委員会
（総務文教）

13:30～

本会議
（一般質問）

10:00～

9:30～
本会議

14:00～

委員会
（建設厚生）

9:30～

本会議
（一般質問）

10:00～

委員会
（議会運営）

9:30～

題字：沖田 帆海さん
　　　（島根県立江津工業高等学校 建築・電気科1年）

おき    た ほの　 か

目指せ
プロゴルファー！
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補正予算額　4502万円（補正後総額163億1136万円）

補正予算額　680万円（補正後総額16３億1817万円）

プレミアム付商品券事業

582万円
換金業務が年度内に完了しないことによる
調整。

訓練等給付事業

668万円
グループホーム援助費および利用者、利用日
数における支給額の増減などによる調整。

地域支援・介護予防・
日常生活支援総合事業

110万円
100歳体操の効果検証のためのシステム導
入費。

100歳体操に参加の高齢者を対象に、歩行シ
ステム2台導入予定だが、市内全体の対象者
に対応できるのか。

問

まずはモデル的に事業を進め、利用効果を検
証し、効果的な運用方法の検討を重ねていく。

答

委員質疑

令和元年度  一般会計補正予算

障がい者福祉費の「訓練等給付事業」や「児童支援事業」などの
決算見込による、事業費の調整など中心に編成

人事院勧告に準じた給与改定による、職員人件費を計上

利用日数が増えたことによる増額となってい
るが、現在利用したいが利用できないという
状況はあるのか。

問

現在のところ、そういった声は聞いていない。答

児童支援事業

1158万円

委員質疑

児童発達支援および放課後デイサービスの利
用日数増加に伴う増額。

令和元年度  一般会計補正予算
追加提案

（第6号）

（第5号）

江津ひと・まちプラザ（パレットご
うつ）の管理者をてごねっと石見に
指定することを決定するもの。 事業計画書には大きな項目が5つあがってい

るが、その内容について審査されたのか。
問

事業計画書は応募者の提出資料の一部で
あり、プレゼンなどで総合的に勘案して判断
した。

答

委員質疑

総
務
文
教
委
員
会

●公の施設に係る指定管理者の指定

建
設
厚
生
委
員
会

●災害弔慰金の支給等に関する条例（一部改正）
災害援護資金についての法律改正に伴う条例の字句を改正するもの。

●印鑑登録及び証明に関する条例（一部改正）
印鑑登録について、旧姓や外国人の場合通称やカタカナでの登録が可能とする
もの。

建築物エネルギー消費性能向上に関する法律の一部改正に伴い所要の手数料を
定めるもの。

●定住促進住宅管理条例（一部改正）
災害など特別な理由がある場合に
おいて、単身での入居を可能とす
る規定を定めるもの。 定住促進住宅は何戸あるのか。問

住宅は桜江町にあり、5団地34戸ある。答

委員質疑

●手数料条例（一部改正）
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補正予算額　4502万円（補正後総額163億1136万円）

補正予算額　680万円（補正後総額16３億1817万円）

プレミアム付商品券事業

582万円
換金業務が年度内に完了しないことによる
調整。

訓練等給付事業

668万円
グループホーム援助費および利用者、利用日
数における支給額の増減などによる調整。

地域支援・介護予防・
日常生活支援総合事業

110万円
100歳体操の効果検証のためのシステム導
入費。

100歳体操に参加の高齢者を対象に、歩行シ
ステム2台導入予定だが、市内全体の対象者
に対応できるのか。

問

まずはモデル的に事業を進め、利用効果を検
証し、効果的な運用方法の検討を重ねていく。

答

委員質疑

令和元年度  一般会計補正予算

障がい者福祉費の「訓練等給付事業」や「児童支援事業」などの
決算見込による、事業費の調整など中心に編成

人事院勧告に準じた給与改定による、職員人件費を計上

利用日数が増えたことによる増額となってい
るが、現在利用したいが利用できないという
状況はあるのか。

問

現在のところ、そういった声は聞いていない。答

児童支援事業

1158万円

委員質疑

児童発達支援および放課後デイサービスの利
用日数増加に伴う増額。

令和元年度  一般会計補正予算
追加提案

（第6号）

（第5号）

江津ひと・まちプラザ（パレットご
うつ）の管理者をてごねっと石見に
指定することを決定するもの。 事業計画書には大きな項目が5つあがってい

るが、その内容について審査されたのか。
問

事業計画書は応募者の提出資料の一部で
あり、プレゼンなどで総合的に勘案して判断
した。

答

委員質疑

総
務
文
教
委
員
会

●公の施設に係る指定管理者の指定

建
設
厚
生
委
員
会

●災害弔慰金の支給等に関する条例（一部改正）
災害援護資金についての法律改正に伴う条例の字句を改正するもの。

●印鑑登録及び証明に関する条例（一部改正）
印鑑登録について、旧姓や外国人の場合通称やカタカナでの登録が可能とする
もの。

建築物エネルギー消費性能向上に関する法律の一部改正に伴い所要の手数料を
定めるもの。

●定住促進住宅管理条例（一部改正）
災害など特別な理由がある場合に
おいて、単身での入居を可能とす
る規定を定めるもの。 定住促進住宅は何戸あるのか。問

住宅は桜江町にあり、5団地34戸ある。答

委員質疑

●手数料条例（一部改正）
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議
長
職
は
表
決
権
な
し

　

議決結果
議案番号 件　名

議決
結果
可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

否決

〃

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○：賛成　  ●：反対　  △：欠席

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号
議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

議案第75号

議案第76号

議案第77号

意見第4号

意見第5号

坂
手

　洋
介

植
田

　好
雄

森
川

　和
英

鍛
治 

恵
巳
子

田 

中

　利 

德

多 

田

　伸 

治

山
根 

兼
三
郎

森 

川

　佳 

英

藤 

間

　義 

明

石 

橋

　孝 
義

河 

野

　正 
行

藤 
田

　厚

田 
中

　直 

文

永 
岡

　静 

馬

森 

脇

　悦 

朗

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を
改正する条例制定について
江津市印鑑登録及び証明に関する条例の一
部を改正する条例制定について
江津市定住促進住宅管理条例の一部を改正
する条例制定について
江津市手数料条例の一部を改正する条例制
定について
公の施設に係る指定管理者の指定について
令和元年度島根県江津市一般会計補正予算
（第５号）を定めることについて
令和元年度島根県江津市国民健康保険事業
特別会計補正予算(第２号)を定めることにつ
いて
令和元年度島根県江津市農業集落排水事業
特別会計補正予算(第２号)を定めることにつ
いて
職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例制定について
令和元年度島根県江津市一般会計補正予算
(第６号)を定めることについて
令和元年度島根県江津市国民健康保険事業
特別会計補正予算（第３号）を定めることにつ
いて
令和元年度島根県江津市後期高齢者医療事
業特別会計補正予算（第２号）を定めること
について
令和元年度島根県江津市公共下水道事業特
別会計補正予算（第２号）を定めることにつ
いて
令和元年度島根県江津市農業集落排水事業
特別会計補正予算（第３号）を定めることにつ
いて
令和元年度島根県江津市水道事業会計補正
予算(第２号）を定めることについて
小学生までの医療費無料化の実施を求める
意見書の提出について
少人数学級の編成縮小に反対する意見書の
提出について

執
行
部
提
案

議
員
提
案
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○
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本会議 における 賛成・反対意見

反対

補正予算案には、子育て世帯と住民税非課税世帯へ
の消費税増税対策のプレミアム付商品券の事業費が
含まれるが、手続きが面倒であることから非課税世帯
での購入が拡がらず、それを行政側も認識しているの
に、対策が講じられていない。また「非課税世帯が対
象の商品券を使えば経済状態が周知される」という
個人情報への配慮もないままに放置しており、行政と
して無責任と言わざるをえないため反対。

補正予算案には、個人番号カード交付事務費が含ま
れる。安倍政権は国民へ消費税増税を押し付けた上、
増税対策のポイント還元をテコに、個人番号カード普
及を図ろうとしている。本市での普及率は14％と低い
が、ポイント還元のために普及・使用されれば、個人
情報の流出や犯罪の誘発などの危険がある。そういっ
た可能性を高めるカード普及への予算案は認めるべき
ではないため反対。

令和元年度 一般会計補正予算（第５号）議案第68号

反対 森川  佳英

予算の補正部分に対して審査し、増額や減額の内容が真に適したものか可否を判断するもの
であり、他の執行機関、県政・国政について、江津市議会で指摘・評価し議論の中心に据える
ことは趣旨に反するものと考える。今回の補正予算案に関して、「訓練等給付金や児童支援事
業などの決算見込みによる事業費の調整」、「小中学校施設における大型時計や自動火災報知
設備受信機などの修繕費」、「農業振興における担い手育成事業、また商業活性化支援事業に
係る補助金」更に「システム改修や人件費など」、本市において必要な予算を計上されたと考え
ており、現地調査や審査の中で、資料を含め、いずれの予算も、必要なものと判断し賛成。

賛成 坂手  洋介

多田  伸治

可決

島根県独自の現在の少人数学級施策については、
我々の会派も維持すべきと考えているが、県内各自治
体においては、県の財政状況や自治体内の事情の違
いから賛否が分かれている。先般も知事自ら県内8市
長の意見聴取を行い、各市長からも要望が出され、新
たな教員の加配制度など状況に変化が見られている。
もう少し島根県の方針決定や県議会などの審議状況
を注視すべきであり、本市議会が先行して島根県に意
見する必要はないため反対。

意見書は丸山知事の「少人数学級の編成縮小」との方針
の撤回を求めるもの。知事は「少人数学級の編成を縮小し
て、子育て支援の財源を確保する」としているが、子どもか
ら子どもへ予算を付け替えたに過ぎず、それぞれの施策の
受益者となる県民・地域・自治体の間で不必要な対立を生
じる。少子化に悩む島根県としては「子どもの福祉」と「子ど
もの教育」は両立しなければ意味がない。そして、長時間労
働を強いられている教職員の負担軽減に逆行し、子どもの
教育の質の向上にもつながらないため意見書提出に賛成。

少人数学級の編成縮小に反対する意見書の提出意見第5号

反対 多田  伸治藤田　厚

本案は島根県の責任で早急に医療費無料化の完全
実施を求めるものであるが、子どもの医療費助成につ
いて我々の会派は従来から、全国の各自治体で財政
力の違いなどから助成内容に差が発生し、子育て世
帯間で不平等があってはならないとして、国の責任に
よる全国的な制度の創設を求めている。　　
本市議会は国に対してすでに意見書を提出しているた
め反対。

意見書は県に「小学生までの医療費無料化」を求めるも
の。全国的に住民の要求から医療費助成の充実が図ら
れていることもあり、４月の県知事選で丸山知事は「小
学生までの医療費無料化」を公約した。その公約を破
れば政治不信が広がる。知事は２０２１年度からの医療
費助成のための交付金導入を言っているが、見込み額は
定かでない。県の責任を明確にして子どもの医療費無料
化の充実につなげるため、意見書の提出に賛成。

小学生までの医療費無料化の実施を求める
意見書の提出

意見第4号

反対 森川  佳英河野  正行

否決
賛成

賛成

否決
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議決結果
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議決
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可決
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○：賛成　  ●：反対　  △：欠席

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号
議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

議案第75号

議案第76号

議案第77号

意見第4号

意見第5号

坂
手

　洋
介

植
田

　好
雄

森
川

　和
英

鍛
治 

恵
巳
子

田 

中

　利 

德

多 

田

　伸 

治

山
根 

兼
三
郎

森 

川

　佳 

英

藤 

間

　義 

明
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橋

　孝 

義

河 

野

　正 

行

藤 

田

　厚

田 

中

　直 

文

永 

岡

　静 

馬

森 

脇

　悦 

朗

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を
改正する条例制定について
江津市印鑑登録及び証明に関する条例の一
部を改正する条例制定について
江津市定住促進住宅管理条例の一部を改正
する条例制定について
江津市手数料条例の一部を改正する条例制
定について
公の施設に係る指定管理者の指定について
令和元年度島根県江津市一般会計補正予算
（第５号）を定めることについて
令和元年度島根県江津市国民健康保険事業
特別会計補正予算(第２号)を定めることにつ
いて
令和元年度島根県江津市農業集落排水事業
特別会計補正予算(第２号)を定めることにつ
いて
職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例制定について
令和元年度島根県江津市一般会計補正予算
(第６号)を定めることについて
令和元年度島根県江津市国民健康保険事業
特別会計補正予算（第３号）を定めることにつ
いて
令和元年度島根県江津市後期高齢者医療事
業特別会計補正予算（第２号）を定めること
について
令和元年度島根県江津市公共下水道事業特
別会計補正予算（第２号）を定めることにつ
いて
令和元年度島根県江津市農業集落排水事業
特別会計補正予算（第３号）を定めることにつ
いて
令和元年度島根県江津市水道事業会計補正
予算(第２号）を定めることについて
小学生までの医療費無料化の実施を求める
意見書の提出について
少人数学級の編成縮小に反対する意見書の
提出について
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本会議 における 賛成・反対意見

反対

補正予算案には、子育て世帯と住民税非課税世帯へ
の消費税増税対策のプレミアム付商品券の事業費が
含まれるが、手続きが面倒であることから非課税世帯
での購入が拡がらず、それを行政側も認識しているの
に、対策が講じられていない。また「非課税世帯が対
象の商品券を使えば経済状態が周知される」という
個人情報への配慮もないままに放置しており、行政と
して無責任と言わざるをえないため反対。

補正予算案には、個人番号カード交付事務費が含ま
れる。安倍政権は国民へ消費税増税を押し付けた上、
増税対策のポイント還元をテコに、個人番号カード普
及を図ろうとしている。本市での普及率は14％と低い
が、ポイント還元のために普及・使用されれば、個人
情報の流出や犯罪の誘発などの危険がある。そういっ
た可能性を高めるカード普及への予算案は認めるべき
ではないため反対。

令和元年度 一般会計補正予算（第５号）議案第68号

反対 森川  佳英

予算の補正部分に対して審査し、増額や減額の内容が真に適したものか可否を判断するもの
であり、他の執行機関、県政・国政について、江津市議会で指摘・評価し議論の中心に据える
ことは趣旨に反するものと考える。今回の補正予算案に関して、「訓練等給付金や児童支援事
業などの決算見込みによる事業費の調整」、「小中学校施設における大型時計や自動火災報知
設備受信機などの修繕費」、「農業振興における担い手育成事業、また商業活性化支援事業に
係る補助金」更に「システム改修や人件費など」、本市において必要な予算を計上されたと考え
ており、現地調査や審査の中で、資料を含め、いずれの予算も、必要なものと判断し賛成。

賛成 坂手  洋介

多田  伸治

可決

島根県独自の現在の少人数学級施策については、
我々の会派も維持すべきと考えているが、県内各自治
体においては、県の財政状況や自治体内の事情の違
いから賛否が分かれている。先般も知事自ら県内8市
長の意見聴取を行い、各市長からも要望が出され、新
たな教員の加配制度など状況に変化が見られている。
もう少し島根県の方針決定や県議会などの審議状況
を注視すべきであり、本市議会が先行して島根県に意
見する必要はないため反対。

意見書は丸山知事の「少人数学級の編成縮小」との方針
の撤回を求めるもの。知事は「少人数学級の編成を縮小し
て、子育て支援の財源を確保する」としているが、子どもか
ら子どもへ予算を付け替えたに過ぎず、それぞれの施策の
受益者となる県民・地域・自治体の間で不必要な対立を生
じる。少子化に悩む島根県としては「子どもの福祉」と「子ど
もの教育」は両立しなければ意味がない。そして、長時間労
働を強いられている教職員の負担軽減に逆行し、子どもの
教育の質の向上にもつながらないため意見書提出に賛成。

少人数学級の編成縮小に反対する意見書の提出意見第5号

反対 多田  伸治藤田　厚

本案は島根県の責任で早急に医療費無料化の完全
実施を求めるものであるが、子どもの医療費助成につ
いて我々の会派は従来から、全国の各自治体で財政
力の違いなどから助成内容に差が発生し、子育て世
帯間で不平等があってはならないとして、国の責任に
よる全国的な制度の創設を求めている。　　
本市議会は国に対してすでに意見書を提出しているた
め反対。

意見書は県に「小学生までの医療費無料化」を求めるも
の。全国的に住民の要求から医療費助成の充実が図ら
れていることもあり、４月の県知事選で丸山知事は「小
学生までの医療費無料化」を公約した。その公約を破
れば政治不信が広がる。知事は２０２１年度からの医療
費助成のための交付金導入を言っているが、見込み額は
定かでない。県の責任を明確にして子どもの医療費無料
化の充実につなげるため、意見書の提出に賛成。

小学生までの医療費無料化の実施を求める
意見書の提出

意見第4号

反対 森川  佳英河野  正行

否決
賛成

賛成

否決
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市
議

市QA＆

の

の

江津市をもっと
暮らしやすくするには、
こうしたらいいな

一般質問一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し

て
質
問
を
行
い
ま
す
。原
稿
は
質
問
し
た

議
員
自
身
が
、主
な
質
問
に
つ
い
て
要
旨

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

※一般質問の全ての内容は市のホームページの
　「市議会」→「会議録検索」から見ることができ
　ます。
　（ただし掲載は次期定例会の前になります）

Q
西
部
統
合
小
学
校
に
つ
い
て

再
度
当
事
者
の
意
見
集
約
の
考
え
は

A
平
成
25
年
に
統
合
や
む
な
し
で
合
意

新
た
な
意
見
集
約
は
し
な
い

植田  好雄

Q
．統
合
は
少
子
化
へ
の
負
の
ス
パ
イ

ラ
ル
。地
域
の
疲
弊
を
招
き
活
力

の
喪
失
を
危
惧
す
る
。

A
．ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
江
津

へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
み
、生
き

方
を
考
え
る
教
育
活
動
を
進
め
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
社
会
教

育
と
連
携
を
継
続
す
る
よ
う
に
配

慮
し
て
い
る
。

統合の対象となる川波小学校

Q
．知
識
の
詰
め
込
み
、受
け
身
の
教

育
で
な
く
、知
識
を
応
用
、課
題

解
決
力
、集
団
の
中
で
能
力
を
主

体
的
・
積
極
的
に
発
揮
す
る
力
を

育
む
に
は
小
規
模
校
が
有
効
で
は

な
い
か
。

A
．小
規
模
校
が
学
習
状
況
の
的
確
な

把
握
、き
め
細
い
指
導
は
し
や
す
い

が
、統
合
が
よ
り
メ
リ
ッ
ト
を
期
待

で
き
る
と
合
意
し
た
。

【
保
育
士
の
待
遇
改
善
】

Q
．幼
保
無
償
化
に
伴
う
過
重
労
働
に

対
し
て
、保
育
士
の
待
遇
改
善
を
。

A
．平
成
29
年
度
よ
り
、技
能
や
経
験

に
係
る
追
加
的
な
人
件
費
の
加
算

で
底
上
げ
が
図
ら
れ
て
い
る
。

Q
．休
日
保
育
の
拡
充
の
考
え
は
。

A
．保
育
関
係
者
間
で
検
討
を
進
め

た
い
。

Q
．本
市
を
含
む
石
見
地
域
で
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
構
成
文
化

財
の
大
元
神
楽
・
石
見
神
楽
を

核
に
、普
及
・
啓
発
し
地
域
の
活

性
化
を
。

A
．認
定
書
の
レ
プ
リ
カ
の
製
作
、活

動
場
所
の
紹
介
や「
か
わ
ら
ば

ん
」な
ど
で
内
容
活
動
を
紹
介
し

今
後
様
々
な
情
報
発
信
を
行
う
。

Q
．石
見
地
方
全
域
の「
日
本
遺
産
」

巡
り
で
交
流
人
口
の
拡
大
を
。

A
．日
本
遺
産
展
示
会
や
首
都
圏
な

ど
で
大
元
神
楽
・
石
見
神
楽
公

演
を
開
催
。ま
た
多
言
語
に
対
応

し
た
日
本
遺
産
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

整
備
し
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し

て
石
見
の
魅
力
を
発
信
し
、交
流

人
口
拡
大
を
図
り
地
域
活
性
化

の
契
機
に
し
た
い
。

Q
．本
市
に
は
貴
重
な
文
化
財
の
指
定

候
補
物
件
が
沢
山
あ
る
。保
護
・

継
承
を
。

A
．候
補
物
件
の
文
化
財
指
定
が
遅
れ

て
い
る
。鋭
意
進
め
て
い
く
。

Q
『
市
民
生
活
相
談
課
』の
設
置
と

『
債
権
管
理
条
例
』の
制
定
を

A
他
自
治
体
を
参
考
に
研
究
す
る

多田  伸治

Q
．生
活
に
困
っ
て
税
金
な
ど
を
滞
納

し
た
人
へ
の
本
市
で
の
対
策
は
。

A
．生
活
困
窮
を
原
因
と
す
る
滞
納
を

把
握
し
た
場
合
、社
会
福
祉
課
の

相
談
窓
口
を
紹
介
す
る
よ
う
、生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
庁
内
連

絡
会
議
を
通
じ
て
要
請
し
て
い
る
。

Q
．行
政
視
察
し
た
滋
賀
県
野
洲
市
で

は
、滞
納
者
の
多
く
が
生
活
困
窮

者
と
の
観
点
か
ら
、『
市
民
生
活
相

談
課
』を
設
置
し
、そ
れ
を
中
心
に

市
役
所
各
課
が
参
画
す
る
市
民
生

活
総
合
支
援
推
進
委
員
会
で
、税

金
な
ど
の
滞
納
状
況
を
把
握
・
共

有
し
、就
労
・
子
育
て
・
教
育
・
介

護
・
障
が
い
者
福
祉
な
ど
の
支
援

に
つ
な
げ
、生
活
立
て
直
し
と
滞

納
対
策
を
一
緒
に
進
め
て
い
る
。

本
市
で
も
同
様
の
取
り
組
み
を
。

A
．職
員
が
問
題
解
決
へ
横
断
的
な
動

き
で
対
応
し
て
い
る
。

Q
文
化
財
の
継
承
と
活
用
で

地
域
の
振
興
を

A
日
本
遺
産
認
定
を
機
に

文
化
振
興
・
地
域
活
性
化
を
図
る

田中  直文

Q
．野
洲
市
は
相
談
体
制
整
備
に
加

え
、『
債
権
管
理
条
例
』を
制
定
し
、

滞
納
分
を
強
行
に
差
し
押
さ
え
る

の
で
は
な
く
、税
金
な
ど
の
滞
納

分
を
放
棄
し
て
、滞
納
者
が
自
立

し
て
納
付
で
き
る
よ
う
支
援
し
、

将
来
的
な
市
財
政
へ
の
プ
ラ
ス
に

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。本

市
で
も
制
定
を
。

A
．野
洲
市
を
含
む
他
自
治
体
を
参
考

に
、状
況
に
即
し
た
形
を
見
極
め

る
た
め
研
究
し
た
い
。

日本遺産認定の大元神楽
（写真提供：江津市）

野洲市で滞納者へ配布されたチラシ

消費者金融など
高金利な借金の返済で

納税が行き詰まっている方へ…
ご相談ください！

消費者金融やクレジット会社から過去に借入・返済
をされたことがある方に、法的な手続をすることで、
たくさんの過払金が戻ってきたケースがあります！
該当する可能性がある方は、ぜひ、ご相談ください。

※借入金額、返済期間、返済状況によって、戻ってこないケースもあります。
※①では、しごとやくらしに関する幅広い相談を受け付けます。お気軽にどうぞ。
※相談料は無料です。

①077‐587‐6063（市民生活相談課）
②077‐587‐6013（納税推進課）
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市
議

市QA＆

の

の

江津市をもっと
暮らしやすくするには、
こうしたらいいな

一般質問一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し

て
質
問
を
行
い
ま
す
。原
稿
は
質
問
し
た

議
員
自
身
が
、主
な
質
問
に
つ
い
て
要
旨

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

※一般質問の全ての内容は市のホームページの
　「市議会」→「会議録検索」から見ることができ
　ます。
　（ただし掲載は次期定例会の前になります）

Q
西
部
統
合
小
学
校
に
つ
い
て

再
度
当
事
者
の
意
見
集
約
の
考
え
は

A
平
成
25
年
に
統
合
や
む
な
し
で
合
意

新
た
な
意
見
集
約
は
し
な
い

植田  好雄

Q
．統
合
は
少
子
化
へ
の
負
の
ス
パ
イ

ラ
ル
。地
域
の
疲
弊
を
招
き
活
力

の
喪
失
を
危
惧
す
る
。

A
．ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
江
津

へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
み
、生
き

方
を
考
え
る
教
育
活
動
を
進
め
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
社
会
教

育
と
連
携
を
継
続
す
る
よ
う
に
配

慮
し
て
い
る
。

統合の対象となる川波小学校

Q
．知
識
の
詰
め
込
み
、受
け
身
の
教

育
で
な
く
、知
識
を
応
用
、課
題

解
決
力
、集
団
の
中
で
能
力
を
主

体
的
・
積
極
的
に
発
揮
す
る
力
を

育
む
に
は
小
規
模
校
が
有
効
で
は

な
い
か
。

A
．小
規
模
校
が
学
習
状
況
の
的
確
な

把
握
、き
め
細
い
指
導
は
し
や
す
い

が
、統
合
が
よ
り
メ
リ
ッ
ト
を
期
待

で
き
る
と
合
意
し
た
。

【
保
育
士
の
待
遇
改
善
】

Q
．幼
保
無
償
化
に
伴
う
過
重
労
働
に

対
し
て
、保
育
士
の
待
遇
改
善
を
。

A
．平
成
29
年
度
よ
り
、技
能
や
経
験

に
係
る
追
加
的
な
人
件
費
の
加
算

で
底
上
げ
が
図
ら
れ
て
い
る
。

Q
．休
日
保
育
の
拡
充
の
考
え
は
。

A
．保
育
関
係
者
間
で
検
討
を
進
め

た
い
。

Q
．本
市
を
含
む
石
見
地
域
で
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
構
成
文
化

財
の
大
元
神
楽
・
石
見
神
楽
を

核
に
、普
及
・
啓
発
し
地
域
の
活

性
化
を
。

A
．認
定
書
の
レ
プ
リ
カ
の
製
作
、活

動
場
所
の
紹
介
や「
か
わ
ら
ば

ん
」な
ど
で
内
容
活
動
を
紹
介
し

今
後
様
々
な
情
報
発
信
を
行
う
。

Q
．石
見
地
方
全
域
の「
日
本
遺
産
」

巡
り
で
交
流
人
口
の
拡
大
を
。

A
．日
本
遺
産
展
示
会
や
首
都
圏
な

ど
で
大
元
神
楽
・
石
見
神
楽
公

演
を
開
催
。ま
た
多
言
語
に
対
応

し
た
日
本
遺
産
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

整
備
し
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し

て
石
見
の
魅
力
を
発
信
し
、交
流

人
口
拡
大
を
図
り
地
域
活
性
化

の
契
機
に
し
た
い
。

Q
．本
市
に
は
貴
重
な
文
化
財
の
指
定

候
補
物
件
が
沢
山
あ
る
。保
護
・

継
承
を
。

A
．候
補
物
件
の
文
化
財
指
定
が
遅
れ

て
い
る
。鋭
意
進
め
て
い
く
。

Q
『
市
民
生
活
相
談
課
』の
設
置
と

『
債
権
管
理
条
例
』の
制
定
を

A
他
自
治
体
を
参
考
に
研
究
す
る

多田  伸治

Q
．生
活
に
困
っ
て
税
金
な
ど
を
滞
納

し
た
人
へ
の
本
市
で
の
対
策
は
。

A
．生
活
困
窮
を
原
因
と
す
る
滞
納
を

把
握
し
た
場
合
、社
会
福
祉
課
の

相
談
窓
口
を
紹
介
す
る
よ
う
、生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
庁
内
連

絡
会
議
を
通
じ
て
要
請
し
て
い
る
。

Q
．行
政
視
察
し
た
滋
賀
県
野
洲
市
で

は
、滞
納
者
の
多
く
が
生
活
困
窮

者
と
の
観
点
か
ら
、『
市
民
生
活
相

談
課
』を
設
置
し
、そ
れ
を
中
心
に

市
役
所
各
課
が
参
画
す
る
市
民
生

活
総
合
支
援
推
進
委
員
会
で
、税

金
な
ど
の
滞
納
状
況
を
把
握
・
共

有
し
、就
労
・
子
育
て
・
教
育
・
介

護
・
障
が
い
者
福
祉
な
ど
の
支
援

に
つ
な
げ
、生
活
立
て
直
し
と
滞

納
対
策
を
一
緒
に
進
め
て
い
る
。

本
市
で
も
同
様
の
取
り
組
み
を
。

A
．職
員
が
問
題
解
決
へ
横
断
的
な
動

き
で
対
応
し
て
い
る
。

Q
文
化
財
の
継
承
と
活
用
で

地
域
の
振
興
を

A
日
本
遺
産
認
定
を
機
に

文
化
振
興
・
地
域
活
性
化
を
図
る

田中  直文

Q
．野
洲
市
は
相
談
体
制
整
備
に
加

え
、『
債
権
管
理
条
例
』を
制
定
し
、

滞
納
分
を
強
行
に
差
し
押
さ
え
る

の
で
は
な
く
、税
金
な
ど
の
滞
納

分
を
放
棄
し
て
、滞
納
者
が
自
立

し
て
納
付
で
き
る
よ
う
支
援
し
、

将
来
的
な
市
財
政
へ
の
プ
ラ
ス
に

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。本

市
で
も
制
定
を
。

A
．野
洲
市
を
含
む
他
自
治
体
を
参
考

に
、状
況
に
即
し
た
形
を
見
極
め

る
た
め
研
究
し
た
い
。

日本遺産認定の大元神楽
（写真提供：江津市）

野洲市で滞納者へ配布されたチラシ

消費者金融など
高金利な借金の返済で

納税が行き詰まっている方へ…
ご相談ください！

消費者金融やクレジット会社から過去に借入・返済
をされたことがある方に、法的な手続をすることで、
たくさんの過払金が戻ってきたケースがあります！
該当する可能性がある方は、ぜひ、ご相談ください。

※借入金額、返済期間、返済状況によって、戻ってこないケースもあります。
※①では、しごとやくらしに関する幅広い相談を受け付けます。お気軽にどうぞ。
※相談料は無料です。

①077‐587‐6063（市民生活相談課）
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Q
．小
学
校
の
国
語
で
は
、初
め
て
県
・

全
国
平
均
を
上
回
っ
た
が
、そ
の

要
因
は
。

A
．令
和
元
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
か
ら
は
、国
語
の「
読
む

こ
と
」に
強
み
が
あ
る
と
い
う
結
果

が
出
た
。考
え
ら
れ
る
要
因
と
し

て
、学
校
図
書
館
利
用
率
が
高
く
、

授
業
時
間
以
外
で
の
読
書
量
が
全

国
を
大
き
く
上
回
っ
た
こ
と
や
、新

聞
コ
ラ
ム
欄
を
読
み
、視
写
し
た
り

成
長
段
階
に
応
じ
要
約
す
る「
江

津
市
読
解
力
育
成
事
業
」の
取
り

組
み
の
成
果
が
そ
の
要
因
と
考
え

ら
れ
る
。

Q
．新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
に

対
す
る
取
り
組
み
は
。

A
．全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果

か
ら
は
、児
童
生
徒
が
身
に
付
け

る
べ
き
学
力
の
一
部
し
か
捉
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、今
回
得
ら
れ

Q
教
員
の
勤
務
状
況
は

A
複
数
の
教
員
が

「
過
労
死
ラ
イ
ン
」を
超
え
た

森川  和英

Q
．教
師
の
勤
務
時
間
の
上
限
の
方
針

策
定
は
。

A
．令
和
元
年
度
中
に
、現
場
の
現
状

に
即
し
た
方
針
の
策
定
を
考
え
て

い
る
。

Q
．業
務
の
役
割
分
担
・
適
正
化
は
。

A
．業
務
を
精
査
し
、よ
り
良
い
業
務

分
担
・
適
正
化
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Q
．働
き
方
改
革
に
向
け
た
保
護
者
・

地
域
の
協
力
は
。

A
．業
務
や
行
事
の
見
直
し
な
ど
で
保

護
者
や
地
域
に
趣
旨
・
内
容
を
啓

発
し
、理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

【
双
子
出
産
な
ど
の
支
援
】

Q
．双
子
出
産
へ
の
支
援
を
。

A
．妊
娠
期
か
ら
医
療
機
関
と
連
携

し
、安
心
し
て
お
産
や
育
児
が
で
き

る
よ
う
に
支
援
を
行
う
。

【
高
校
の
魅
力
化
】

Q
．県
外
生
の
受
け
入
れ
は
。

A
．生
徒
募
集
を
実
施
し
て
い
る
。市

内
の
高
校
・
県
教
委
・
本
市
が
情

報
共
有
し
、課
題
解
決
に
向
け
連

携
・
強
化
す
る
。

た
各
学
校
に
お
け
る
強
み
・
弱
み

に
つ
い
て
の
分
析
を
さ
ら
に
深
め
る

と
と
も
に
、教
育
活
動
全
体
を
通

し
て
学
力
育
成
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。授
業
改
善
へ
の
手
立
て

を
教
職
員
一
人
ひ
と
り
が
個
人
の

課
題
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

学
校
全
体
の
組
織
的
な
課
題
と
し

て
位
置
付
け
た
上
で「
チ
ー
ム
学

校
」と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、こ
う
し
た
認
識

を
教
職
員
全
体
で
共
有
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

石見交通・生活バスの状況

市内での
利用者数

市からの
補助金 利用者数 市からの

運行委託料

生活バス石見交通

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

19万6181人

18万4830人

19万3920人

16万  329人

18万3659人

14万6422人

19万7584人

2152万円

2309万円

2278万円

2359万円

2376万円

2643万円

3197万円

4035人

3413人

3820人

3232人

3174人

2689人

3219人

1242万円

1263万円

1395万円

1654万円

1100万円

1104万円

1228万円

Q
小
学
校
の
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
が

県
・
全
国
平
均
を
上
回
っ
た
要
因
は

A
「
授
業
改
善
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

に
よ
る
授
業
改
善
な
ど

田中  利德

Q
．11
月
の
江
津
市
議
会
主
催
の
議
会

報
告
会
で
は
、各
会
場
で
高
齢
者

か
ら
生
活
交
通
の
充
実
を
求
め
る

意
見
が
あ
っ
た
。市
と
し
て
ど
う

考
え
る
か
。

A
．地
域
の
実
情
に
合
っ
た
運
行
形
態

を
地
元
と
検
討
し
、利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Q
．安
来
市
は「
市
内
ど
こ
ま
で
乗
っ
て

も
２
０
０
円
」の
生
活
バ
ス
を
運
行

し
て
い
る
。取
り
組
み
へ
の
見
解
は
。

A
．15
路
線
を
運
行
し
て
い
る
が
、運

行
の
担
当
者
を
配
置
す
る
な
ど
、

経
費
は
約
２
億
円
に
上
る
。本
市

と
は
条
件
が
異
な
り
一
律
に
は
い

か
な
い
。

Q
．11
月
か
ら
大
田
市
井
田
で
、自
宅

か
ら
商
店
・
病
院
・
駅
へ
の
移
動

に
１
カ
月
定
額
で
使
え
る『
い
き

い
き
タ
ク
シ
ー
』の
実
証
実
験
が

Q
防
災
備
蓄
品
に
液
体
ミ
ル
ク
や

使
い
捨
て
ほ
乳
び
ん
の
導
入
を

A
必
要
性
を
感
じ
て
お
り

導
入
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る

鍛治 恵巳子

Q
．外
国
人
へ
も
防
災
情
報
の
提
供

を
。

A
．12
月
22
日
に
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
に

て
、外
国
人
向
け
防
災
講
座
を
開

催
し
、災
害
に
対
す
る
知
識
習
得

と
、情
報
取
得
の
方
法
を
学
ん
で
い

た
だ
く
予
定
。

Q
．自
宅
介
護
や
独
居
の
方
な
ど
の
要

支
援
者
の
避
難
対
策
を
。

A
．自
力
で
の
避
難
が
困
難
で
、地
域

の
支
援
を
必
要
と
す
る
人
を
対
象

に
、避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
へ

登
録
し
て
も
ら
い
活
用
し
て
い
る
。

Q
．避
難
を
断
ら
れ
る
方
へ
の
対
策
を
。

A
．コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
単
位
で
住
民
の

安
否
確
認
や
避
難
の
声
か
け
を
行

う
体
制
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。地

域
の
サ
ポ
ー
ト
を
今
後
と
も
継
続

実
施
す
る
。

【
防
災
教
育
】

Q
．避
難
計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
マ
イ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
推
進
を
。

A
．現
在
災
害
に
対
し
、ど
う
行
動
す

る
か
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
て

い
る
地
区
が
あ
る
。今
後
機
会
を

増
や
し
た
い
。

行
わ
れ
て
い
る
が
、ど
う
見
る
か
。

A
．情
報
収
集
し
今
後
に
活
か
す
。

Q
．行
政
視
察
し
た
北
海
道
帯
広
市
の

高
齢
者
お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト
事
業

で
は
、70
才
以
上
な
ら
有
効
期
限

な
し
の『
高
齢
者
バ
ス
無
料
乗
車

証
』を
５
０
０
円
で
交
付
し
て
い

る
。江
津
市
で
も
実
施
を
。

A
．新
た
な
財
政
負
担
を
伴
う
た
め
、

導
入
の
検
討
を
今
は
し
て
い
な
い
。 

Q
高
齢
者
か
ら
の
生
活
交
通
の
充
実

を
求
め
る
声
を
ど
う
考
え
る
か

A
新
た
な
財
政
負
担
を
伴
う
も
の
は

導
入
で
き
な
い

森川  佳英

江津高校

江津市 島根県 全　国

国　語

算　数
64
66

62
65

63.8
66.6
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Q
．小
学
校
の
国
語
で
は
、初
め
て
県
・

全
国
平
均
を
上
回
っ
た
が
、そ
の

要
因
は
。

A
．令
和
元
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
か
ら
は
、国
語
の「
読
む

こ
と
」に
強
み
が
あ
る
と
い
う
結
果

が
出
た
。考
え
ら
れ
る
要
因
と
し

て
、学
校
図
書
館
利
用
率
が
高
く
、

授
業
時
間
以
外
で
の
読
書
量
が
全

国
を
大
き
く
上
回
っ
た
こ
と
や
、新

聞
コ
ラ
ム
欄
を
読
み
、視
写
し
た
り

成
長
段
階
に
応
じ
要
約
す
る「
江

津
市
読
解
力
育
成
事
業
」の
取
り

組
み
の
成
果
が
そ
の
要
因
と
考
え

ら
れ
る
。

Q
．新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
に

対
す
る
取
り
組
み
は
。

A
．全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果

か
ら
は
、児
童
生
徒
が
身
に
付
け

る
べ
き
学
力
の
一
部
し
か
捉
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、今
回
得
ら
れ

Q
教
員
の
勤
務
状
況
は

A
複
数
の
教
員
が

「
過
労
死
ラ
イ
ン
」を
超
え
た

森川  和英

Q
．教
師
の
勤
務
時
間
の
上
限
の
方
針

策
定
は
。

A
．令
和
元
年
度
中
に
、現
場
の
現
状

に
即
し
た
方
針
の
策
定
を
考
え
て

い
る
。

Q
．業
務
の
役
割
分
担
・
適
正
化
は
。

A
．業
務
を
精
査
し
、よ
り
良
い
業
務

分
担
・
適
正
化
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Q
．働
き
方
改
革
に
向
け
た
保
護
者
・

地
域
の
協
力
は
。

A
．業
務
や
行
事
の
見
直
し
な
ど
で
保

護
者
や
地
域
に
趣
旨
・
内
容
を
啓

発
し
、理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

【
双
子
出
産
な
ど
の
支
援
】

Q
．双
子
出
産
へ
の
支
援
を
。

A
．妊
娠
期
か
ら
医
療
機
関
と
連
携

し
、安
心
し
て
お
産
や
育
児
が
で
き

る
よ
う
に
支
援
を
行
う
。

【
高
校
の
魅
力
化
】

Q
．県
外
生
の
受
け
入
れ
は
。

A
．生
徒
募
集
を
実
施
し
て
い
る
。市

内
の
高
校
・
県
教
委
・
本
市
が
情

報
共
有
し
、課
題
解
決
に
向
け
連

携
・
強
化
す
る
。

た
各
学
校
に
お
け
る
強
み
・
弱
み

に
つ
い
て
の
分
析
を
さ
ら
に
深
め
る

と
と
も
に
、教
育
活
動
全
体
を
通

し
て
学
力
育
成
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。授
業
改
善
へ
の
手
立
て

を
教
職
員
一
人
ひ
と
り
が
個
人
の

課
題
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

学
校
全
体
の
組
織
的
な
課
題
と
し

て
位
置
付
け
た
上
で「
チ
ー
ム
学

校
」と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、こ
う
し
た
認
識

を
教
職
員
全
体
で
共
有
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

石見交通・生活バスの状況

市内での
利用者数

市からの
補助金 利用者数 市からの

運行委託料

生活バス石見交通

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

19万6181人

18万4830人

19万3920人

16万  329人

18万3659人

14万6422人

19万7584人

2152万円

2309万円

2278万円

2359万円

2376万円

2643万円

3197万円

4035人

3413人

3820人

3232人

3174人

2689人

3219人

1242万円

1263万円

1395万円

1654万円

1100万円

1104万円

1228万円

Q
小
学
校
の
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
が

県
・
全
国
平
均
を
上
回
っ
た
要
因
は

A
「
授
業
改
善
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

に
よ
る
授
業
改
善
な
ど

田中  利德

Q
．11
月
の
江
津
市
議
会
主
催
の
議
会

報
告
会
で
は
、各
会
場
で
高
齢
者

か
ら
生
活
交
通
の
充
実
を
求
め
る

意
見
が
あ
っ
た
。市
と
し
て
ど
う

考
え
る
か
。

A
．地
域
の
実
情
に
合
っ
た
運
行
形
態

を
地
元
と
検
討
し
、利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Q
．安
来
市
は「
市
内
ど
こ
ま
で
乗
っ
て

も
２
０
０
円
」の
生
活
バ
ス
を
運
行

し
て
い
る
。取
り
組
み
へ
の
見
解
は
。

A
．15
路
線
を
運
行
し
て
い
る
が
、運

行
の
担
当
者
を
配
置
す
る
な
ど
、

経
費
は
約
２
億
円
に
上
る
。本
市

と
は
条
件
が
異
な
り
一
律
に
は
い

か
な
い
。

Q
．11
月
か
ら
大
田
市
井
田
で
、自
宅

か
ら
商
店
・
病
院
・
駅
へ
の
移
動

に
１
カ
月
定
額
で
使
え
る『
い
き

い
き
タ
ク
シ
ー
』の
実
証
実
験
が

Q
防
災
備
蓄
品
に
液
体
ミ
ル
ク
や

使
い
捨
て
ほ
乳
び
ん
の
導
入
を

A
必
要
性
を
感
じ
て
お
り

導
入
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る

鍛治 恵巳子

Q
．外
国
人
へ
も
防
災
情
報
の
提
供

を
。

A
．12
月
22
日
に
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
に

て
、外
国
人
向
け
防
災
講
座
を
開

催
し
、災
害
に
対
す
る
知
識
習
得

と
、情
報
取
得
の
方
法
を
学
ん
で
い

た
だ
く
予
定
。

Q
．自
宅
介
護
や
独
居
の
方
な
ど
の
要

支
援
者
の
避
難
対
策
を
。

A
．自
力
で
の
避
難
が
困
難
で
、地
域

の
支
援
を
必
要
と
す
る
人
を
対
象

に
、避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
へ

登
録
し
て
も
ら
い
活
用
し
て
い
る
。

Q
．避
難
を
断
ら
れ
る
方
へ
の
対
策
を
。

A
．コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
単
位
で
住
民
の

安
否
確
認
や
避
難
の
声
か
け
を
行

う
体
制
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。地

域
の
サ
ポ
ー
ト
を
今
後
と
も
継
続

実
施
す
る
。

【
防
災
教
育
】

Q
．避
難
計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
マ
イ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
推
進
を
。

A
．現
在
災
害
に
対
し
、ど
う
行
動
す

る
か
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
て

い
る
地
区
が
あ
る
。今
後
機
会
を

増
や
し
た
い
。

行
わ
れ
て
い
る
が
、ど
う
見
る
か
。

A
．情
報
収
集
し
今
後
に
活
か
す
。

Q
．行
政
視
察
し
た
北
海
道
帯
広
市
の

高
齢
者
お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト
事
業

で
は
、70
才
以
上
な
ら
有
効
期
限

な
し
の『
高
齢
者
バ
ス
無
料
乗
車

証
』を
５
０
０
円
で
交
付
し
て
い

る
。江
津
市
で
も
実
施
を
。

A
．新
た
な
財
政
負
担
を
伴
う
た
め
、

導
入
の
検
討
を
今
は
し
て
い
な
い
。 

Q
高
齢
者
か
ら
の
生
活
交
通
の
充
実

を
求
め
る
声
を
ど
う
考
え
る
か

A
新
た
な
財
政
負
担
を
伴
う
も
の
は

導
入
で
き
な
い

森川  佳英

江津高校

江津市 島根県 全　国

国　語

算　数
64
66

62
65

63.8
66.6

小学校６年生　市内７校176名

江津市 島根県 全　国

国　語

算　数

英　語

72
54
50

73
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72.8
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56.0
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Q
消
費
税
改
正
の
影
響
は

A
商
工
会
議
所
・
商
工
会
と
連
携
し

景
気
動
向
を
注
視
し
て
い
く

山根 兼三郎

Q
．プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
こ
れ
ま

で
と
違
い
、対
象
者
が
限
ら
れ
使

用
期
間
も
短
い
こ
と
か
ら
、利
用

し
づ
ら
い
と
感
じ
る
方
も
い
る
。

今
後
の
対
応
は
。

A
．利
用
状
況
は
芳
し
く
な
い
。商
品

券
の
販
売
は
郵
便
局
・
島
根
中
央

信
用
金
庫
で
行
っ
て
い
る
。商
品
券

を
使
え
る
店
舗
は
医
療
機
関
を
含

め
１
３
５
店
舗
。使
用
期
限
が
３

月
末
ま
で
な
の
で
今
後
も
周
知
に

努
め
、で
き
る
限
り
多
く
の
方
に

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q
．キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
・
ポ
イ
ン

ト
還
元
・
レ
ジ
ス
タ
ー
導
入
が
、

市
民
や
事
業
者
に
浸
透
し
て
い
な

い
の
で
は
。

A
．市
内
で
は
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
へ
、

主
に
小
売
と
サ
ー
ビ
ス
業
で
１
２

８
店
が
登
録
加
盟
し
て
い
る
。消
費

者
へ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
浸

透
は
低
い
。商
工
会
議
所
・
商
工
会

と
連
携
し
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

対
応
店
舗
の
拡
大
に
努
め
る
と
と

も
に
、市
民
の
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

へ
の
理
解
に
努
め
る
。

内閣府のＰＲキャラ『カクニャン』

Q
海
岸
漂
着
ご
み
の
処
理
は

A
海
岸
管
理
者
と
連
携
し

適
宜
対
処
す
る

石橋  孝義

Q
．収
集
し
た
漂
着
ご
み
の
処
理
は
。

A
．そ
の
都
度
、海
岸
管
理
者
と
連
携

し
、回
収
処
理
を
求
め
て
い
く
。ま

た
、指
定
す
る
場
所
へ
集
積
し
て
も

ら
い
回
収
処
理
す
る
。

Q
．中
小
河
川
の
河
口
部
へ
の
漂
着
ご

み
の
処
理
は
。

A
．抜
本
的
対
策
は
困
難
で
、事
後
対

応
的
に
処
理
す
る
し
か
な
い
状
況
。

【
洪
水
災
害
対
策
】

Q
．平
成
30
年
７
月
の
豪
雨
災
害
の
復

旧
状
況
は
。

A
．林
道
災
害
は
地
形
的
要
因
で
現
在

も
復
旧
中
。公
共
土
木
施
設
災
害

９
カ
所
、農
地
農
業
施
設
災
害
９

地
区
48
カ
所
、農
業
集
落
排
水
施

設
災
害
30
カ
所
、水
道
施
設
災
害

は
令
和
元
年
11
月
ま
で
に
す
べ
て

復
旧
完
了
し
た
。

Q
．パ
イ
ピ
ン
グ
現
象
へ
の
対
策
は
。

A
．一
部
完
了
し
た
。土
質
変
化
に
よ
り

一
部
遅
延
し
て
い
る
が
、令
和
元
年

度
の
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。

Q
．浜
原
ダ
ム
の
水
門
管
理
と
ダ
ム
湖

底
の
堆
積
土
処
理
へ
の
対
策
は
。

A
．国
交
省
・
松
江
気
象
台
・
江
津
市
・

美
郷
町
・
邑
南
町
で
中
国
電
力
へ

洪
水
時
治
水
対
策
を
要
望
し
た
。

堆
積
土
も
適
正
に
管
理
を
求
め
て

い
く
。

漂着したごみ

Q
現
庁
舎
の
考
え
方
は

A
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
や
市
民
の

意
見
を
参
考
に
進
め
る

河野  正行

Q
．現
庁
舎
を
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

A
．サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
や
研
修
で
来

江
し
た
富
士
通
の
幹
部
候
補
生
な

ど
、外
部
の
意
見
は
も
ち
ろ
ん
、議

員
・
市
民
の
声
を
参
考
に
、再
利

用
・
解
体
な
ど
意
見
を
集
約
す
る
。

【
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
事
業
】

Q
．ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

A
．中
山
間
地
域
の
人
口
が
減
少
し
、

将
来
的
な
生
活
機
能
の
確
保
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
中
、複
数
の
公

民
館
エ
リ
ア
の
協
働
に
よ
っ
て
生
活

機
能
の
確
保
を
図
る
取
り
組
み
が

必
要
と
な
る
た
め
、住
み
続
け
ら
れ

る
中
山
間
地
域
の
実
現
を
目
指
し

た
地
域
運
営
の
仕
組
み
づ
く
り
を

加
速
化
し
、他
地
域
へ
波
及
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
す
る
事
業
。

Q
．ど
の
よ
う
な
体
制
で
進
め
る
の
か
。

A
．川
戸
・
谷
住
郷
・
市
山
・
長
谷
・
川

越
の
５
地
区
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
を
中
心
に
進
め
る
。

現庁舎のガラス模型

Q
人
口
減
少
対
策
で
目
標
推
計
人
口

達
成
の
要
因
は

A
総
合
戦
略
に
基
づ
き
部
局
横
断

的
・
包
括
的
に
推
進
し
た
結
果

藤田　厚

Q
．生
産
年
齢
人
口
減
少
へ
の
対
応

策
は
。

A
．県
外
学
生
を
対
象
と
し
た
企
業
見

学
ツ
ア
ー
の
実
施
、市
内
企
業
へ
の

就
職
促
進
、女
性
が
活
躍
で
き
る

雇
用
の
場
創
出
な
ど
の
選
択
肢
を

増
や
す
企
業
誘
致
に
取
り
組
む
。

Q
．Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
者
の
確
保
や
定
住
人

口
の
確
保
、若
者
の
人
口
流
出
へ

の
対
応
策
は
。

A
．キ
ャ
リ
ア
教
育
を
中
長
期
で
取
り

組
む
。ま
た
、Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
ソ
フ

ト
産
業
の
誘
致
な
ど
、職
種
や
職

業
の
選
択
肢
を
増
や
し
、子
育
て

環
境
の
充
実
を
図
る
。

Q
．出
生
数
減
少
へ
の
対
応
策
は
。

A
．家
庭
・
地
域
・
行
政
が
一
体
と
な
り
、

地
域
全
体
で
育
て
る
と
い
う
意
識

を
醸
成
さ
せ
、安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
。

公
募
条
件
な
ど
を
決
定
す
る
前

段
階
で
、民
間
事
業
者
の
意
向
調

査
・
直
接
対
話
を
行
い
、広
く
意

見
・
提
案
を
求
め
、市
場
性
な
ど

を
把
握
す
る
調
査
。

※

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

江津市の独自推計と実際の人口の推移

西暦

2015年

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

24,184

23,855

23,526

23,197

22,868

22,539

24,468

24,121

23,830

23,582

23,372
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江津市の
独自推計

実際の
人口推移 自然増減 社会増減 推計

との差
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Q
消
費
税
改
正
の
影
響
は

A
商
工
会
議
所
・
商
工
会
と
連
携
し

景
気
動
向
を
注
視
し
て
い
く

山根 兼三郎

Q
．プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
こ
れ
ま

で
と
違
い
、対
象
者
が
限
ら
れ
使

用
期
間
も
短
い
こ
と
か
ら
、利
用

し
づ
ら
い
と
感
じ
る
方
も
い
る
。

今
後
の
対
応
は
。

A
．利
用
状
況
は
芳
し
く
な
い
。商
品

券
の
販
売
は
郵
便
局
・
島
根
中
央

信
用
金
庫
で
行
っ
て
い
る
。商
品
券

を
使
え
る
店
舗
は
医
療
機
関
を
含

め
１
３
５
店
舗
。使
用
期
限
が
３

月
末
ま
で
な
の
で
今
後
も
周
知
に

努
め
、で
き
る
限
り
多
く
の
方
に

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q
．キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
・
ポ
イ
ン

ト
還
元
・
レ
ジ
ス
タ
ー
導
入
が
、

市
民
や
事
業
者
に
浸
透
し
て
い
な

い
の
で
は
。

A
．市
内
で
は
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
へ
、

主
に
小
売
と
サ
ー
ビ
ス
業
で
１
２

８
店
が
登
録
加
盟
し
て
い
る
。消
費

者
へ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
浸

透
は
低
い
。商
工
会
議
所
・
商
工
会

と
連
携
し
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

対
応
店
舗
の
拡
大
に
努
め
る
と
と

も
に
、市
民
の
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

へ
の
理
解
に
努
め
る
。

内閣府のＰＲキャラ『カクニャン』

Q
海
岸
漂
着
ご
み
の
処
理
は

A
海
岸
管
理
者
と
連
携
し

適
宜
対
処
す
る

石橋  孝義

Q
．収
集
し
た
漂
着
ご
み
の
処
理
は
。

A
．そ
の
都
度
、海
岸
管
理
者
と
連
携

し
、回
収
処
理
を
求
め
て
い
く
。ま

た
、指
定
す
る
場
所
へ
集
積
し
て
も

ら
い
回
収
処
理
す
る
。

Q
．中
小
河
川
の
河
口
部
へ
の
漂
着
ご

み
の
処
理
は
。

A
．抜
本
的
対
策
は
困
難
で
、事
後
対

応
的
に
処
理
す
る
し
か
な
い
状
況
。

【
洪
水
災
害
対
策
】

Q
．平
成
30
年
７
月
の
豪
雨
災
害
の
復

旧
状
況
は
。

A
．林
道
災
害
は
地
形
的
要
因
で
現
在

も
復
旧
中
。公
共
土
木
施
設
災
害

９
カ
所
、農
地
農
業
施
設
災
害
９

地
区
48
カ
所
、農
業
集
落
排
水
施

設
災
害
30
カ
所
、水
道
施
設
災
害

は
令
和
元
年
11
月
ま
で
に
す
べ
て

復
旧
完
了
し
た
。

Q
．パ
イ
ピ
ン
グ
現
象
へ
の
対
策
は
。

A
．一
部
完
了
し
た
。土
質
変
化
に
よ
り

一
部
遅
延
し
て
い
る
が
、令
和
元
年

度
の
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。

Q
．浜
原
ダ
ム
の
水
門
管
理
と
ダ
ム
湖

底
の
堆
積
土
処
理
へ
の
対
策
は
。

A
．国
交
省
・
松
江
気
象
台
・
江
津
市
・

美
郷
町
・
邑
南
町
で
中
国
電
力
へ

洪
水
時
治
水
対
策
を
要
望
し
た
。

堆
積
土
も
適
正
に
管
理
を
求
め
て

い
く
。

漂着したごみ

Q
現
庁
舎
の
考
え
方
は

A
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
や
市
民
の

意
見
を
参
考
に
進
め
る

河野  正行

Q
．現
庁
舎
を
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

A
．サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
や
研
修
で
来

江
し
た
富
士
通
の
幹
部
候
補
生
な

ど
、外
部
の
意
見
は
も
ち
ろ
ん
、議

員
・
市
民
の
声
を
参
考
に
、再
利

用
・
解
体
な
ど
意
見
を
集
約
す
る
。

【
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
事
業
】

Q
．ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

A
．中
山
間
地
域
の
人
口
が
減
少
し
、

将
来
的
な
生
活
機
能
の
確
保
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
中
、複
数
の
公

民
館
エ
リ
ア
の
協
働
に
よ
っ
て
生
活

機
能
の
確
保
を
図
る
取
り
組
み
が

必
要
と
な
る
た
め
、住
み
続
け
ら
れ

る
中
山
間
地
域
の
実
現
を
目
指
し

た
地
域
運
営
の
仕
組
み
づ
く
り
を

加
速
化
し
、他
地
域
へ
波
及
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
す
る
事
業
。

Q
．ど
の
よ
う
な
体
制
で
進
め
る
の
か
。

A
．川
戸
・
谷
住
郷
・
市
山
・
長
谷
・
川

越
の
５
地
区
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
を
中
心
に
進
め
る
。

現庁舎のガラス模型

Q
人
口
減
少
対
策
で
目
標
推
計
人
口

達
成
の
要
因
は

A
総
合
戦
略
に
基
づ
き
部
局
横
断

的
・
包
括
的
に
推
進
し
た
結
果

藤田　厚

Q
．生
産
年
齢
人
口
減
少
へ
の
対
応

策
は
。

A
．県
外
学
生
を
対
象
と
し
た
企
業
見

学
ツ
ア
ー
の
実
施
、市
内
企
業
へ
の

就
職
促
進
、女
性
が
活
躍
で
き
る

雇
用
の
場
創
出
な
ど
の
選
択
肢
を

増
や
す
企
業
誘
致
に
取
り
組
む
。

Q
．Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
者
の
確
保
や
定
住
人

口
の
確
保
、若
者
の
人
口
流
出
へ

の
対
応
策
は
。

A
．キ
ャ
リ
ア
教
育
を
中
長
期
で
取
り

組
む
。ま
た
、Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
ソ
フ

ト
産
業
の
誘
致
な
ど
、職
種
や
職

業
の
選
択
肢
を
増
や
し
、子
育
て

環
境
の
充
実
を
図
る
。

Q
．出
生
数
減
少
へ
の
対
応
策
は
。

A
．家
庭
・
地
域
・
行
政
が
一
体
と
な
り
、

地
域
全
体
で
育
て
る
と
い
う
意
識

を
醸
成
さ
せ
、安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
。

公
募
条
件
な
ど
を
決
定
す
る
前

段
階
で
、民
間
事
業
者
の
意
向
調

査
・
直
接
対
話
を
行
い
、広
く
意

見
・
提
案
を
求
め
、市
場
性
な
ど

を
把
握
す
る
調
査
。

※
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

江津市の独自推計と実際の人口の推移

西暦
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Q
イ
ル
テ
ィ
ッ
シ
ュ
号
乗
組
員
救
援

活
動
と
ロ
シ
ア
祭
へ
の
認
識
は

A
和
木
町
住
民
に
よ
る
ロ
シ
ア
祭
り
を

通
し
て
語
り
継
ぐ
活
動
を
支
援
す
る

永岡  静馬

Q
．イ
ル
テ
ィ
ッ
シ
ュ
号
の
遺
留
品
や

模
型
な
ど
を
展
示
で
き
る
記
念
館

の
建
設
を
。

A
．模
型
・
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
、ア
イ
デ
ア

と
し
て
は
興
味
深
い
が
、制
作
可
能

か
ど
う
か
や
、新
庁
舎
建
設
や
西

部
統
合
小
学
校
の
計
画
な
ど
の
大

型
の
計
画
が
あ
り
、独
立
し
た
記

念
館
の
建
設
は
困
難
。

Q
．ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
や
ナ
ホ
ト

カ
市
と
の
友
好
都
市
連
携
の
状

況
は
。

A
．イ
ル
テ
ィ
ッ
シ
ュ
号
を
契
機
と

す
る
交
流
は
、大
き
な
意
義
が
あ

る
が
、ま
ず
は
民
間
交
流
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

【
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
】

Q
．生
活
困
窮
者
自
立
支
援
と
は
。

A
．生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
よ

り
、現
に
経
済
的
に
困
窮
し
、生
活

保
護
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
に

対
し
て
、自
立
支
援
相
談
・
住
居

確
保
給
付
金
の
給
付
、家
計
改
善

支
援
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
行
っ
て
い
る
。税
金
・
料
金
の

滞
納
の
解
消
や
債
務
整
理
な
ど

様
々
な
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。イルティッシュ号乗組員の

慰霊碑（和木町）

議会報告会

総務文教委員会行政視察報告（10月29、30日／11月12、13日）

建設厚生委員会行政視察報告（10月8～10日）

議会モニター制度
（福井県越前市）

議会への市民参加を推進する
取り組みの一環として「議会と
市民との語る会」を定期的に開
催しているが、さらに市民の意
見を議会活動に反映できるよ
うにするため、「語る会」の常設
版として平成28年度から導入
されている。

債権管理条例
（滋賀県野洲市）

債権管理の適正化を通じて、
健全な財政運営及び市民生活
の安心の確保に資する事を目
的としている。税金等の滞納を
市民生活支援のきっかけとし
て、生活困窮者支援組織の一
元化を図りながら債権管理を
推進している。

先進的なまちづくり
（隠岐郡海士町）

大胆な行財政改革の「守り」と
強力な産業振興策の展開の
「攻め」の戦略を打ち出し、さら
に「子育て支援」の施策に重点
を置き子ども連れのIターンを
呼び込んでいる。高校の魅力
化にも力をいれ、現在は教育全
体の魅力化に取り組んでいる。

自立支援プログラム（北海道釧路市）

就業体験などを通じて自発的な社会参加を促す
自立支援プログラムを展開。生活保護における自
立は日常生活の自立・社会的自立・就労自立の3
つ。それぞれの要支援者の現状に合わせて段階的
な支援ができるように23の支援プログラムが用意
されている。2018年度では、受け入れを行うボラン
ティア委託事業所は30件、参加者数はのべ約1万
人と成果をあげていた。また、生活困窮者自立支
援事業は、その拠点として生活相談支援センター
『くらしごと』が設置され、ワンストップ型の相談窓
口として、早期支援・包括的・継続的に対応し成果
をあげているとの説明もうけた。
自立支援プログラムによる段階的なきめ細やかな
支援により生活困窮状態からの脱却を図れた事
例についても説明をうけた。

高齢者お出かけサポート（北海道帯広市）

高齢者の外出支援・社会参加推進・外出支援によ
る健康維持増進・公共施設利用促進による環境
負荷の低減を目的に、事業費約2億円の一般財源
を充当した事業で70歳以上の方が対象。市内運行
路線バスで降車時に高齢者バス無料乗車証を提
示することで運賃が無料となる。交付率は約6割
で、病院、買い物など生活に係る移動手段としての
利用ニーズが4割。年間約100万人の利用者があ
る。駐車場のない健康福祉施設や温泉施設へ通う
方も増え、病院や買い物だけの移動手段ではな
く、健康増進、外出促進、社会参加などの効果もあ
るとのこと。課題としては、事業の継続性・世代の
公平性の議論、特に子育て期の世代などからの理
解が得られるかという点とのこと。高齢者の地域
の交流の場への参加、居場所づくり、生きがいを見
つけるためには有効な支援事業であった。

地域コミュニティ交流センターで議会報告会を実施しました。９月議会の報告および参加された方との意見
交換を行いました。
医療体制・防災対策・少子高齢化対策・コミュニティ活動など各地域においての様々な課題・意見が出され、
参加された皆さんと語り合いました。
参加を呼び掛けたものの、住民の皆さんの参加がなく議会報告会を中止した地域もありました。今後このよ
うな事態を招かない様に広報広聴特別委員会で対策を検討します。

渡津地域コミュニティ
交流センター
11月15日（金）
参加者１９人

長谷地域コミュニティ
交流センター
11月16日（土）
参加者１7人

黒松地域コミュニティ
交流センター
11月24日（日）
参加者22人
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Q
イ
ル
テ
ィ
ッ
シ
ュ
号
乗
組
員
救
援

活
動
と
ロ
シ
ア
祭
へ
の
認
識
は

A
和
木
町
住
民
に
よ
る
ロ
シ
ア
祭
り
を

通
し
て
語
り
継
ぐ
活
動
を
支
援
す
る

永岡  静馬

Q
．イ
ル
テ
ィ
ッ
シ
ュ
号
の
遺
留
品
や

模
型
な
ど
を
展
示
で
き
る
記
念
館

の
建
設
を
。

A
．模
型
・
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
、ア
イ
デ
ア

と
し
て
は
興
味
深
い
が
、制
作
可
能

か
ど
う
か
や
、新
庁
舎
建
設
や
西

部
統
合
小
学
校
の
計
画
な
ど
の
大

型
の
計
画
が
あ
り
、独
立
し
た
記

念
館
の
建
設
は
困
難
。

Q
．ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
や
ナ
ホ
ト

カ
市
と
の
友
好
都
市
連
携
の
状

況
は
。

A
．イ
ル
テ
ィ
ッ
シ
ュ
号
を
契
機
と

す
る
交
流
は
、大
き
な
意
義
が
あ

る
が
、ま
ず
は
民
間
交
流
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

【
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
】

Q
．生
活
困
窮
者
自
立
支
援
と
は
。

A
．生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
よ

り
、現
に
経
済
的
に
困
窮
し
、生
活

保
護
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
に

対
し
て
、自
立
支
援
相
談
・
住
居

確
保
給
付
金
の
給
付
、家
計
改
善

支
援
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
行
っ
て
い
る
。税
金
・
料
金
の

滞
納
の
解
消
や
債
務
整
理
な
ど

様
々
な
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。イルティッシュ号乗組員の

慰霊碑（和木町）

議会報告会

総務文教委員会行政視察報告（10月29、30日／11月12、13日）

建設厚生委員会行政視察報告（10月8～10日）

議会モニター制度
（福井県越前市）

議会への市民参加を推進する
取り組みの一環として「議会と
市民との語る会」を定期的に開
催しているが、さらに市民の意
見を議会活動に反映できるよ
うにするため、「語る会」の常設
版として平成28年度から導入
されている。

債権管理条例
（滋賀県野洲市）

債権管理の適正化を通じて、
健全な財政運営及び市民生活
の安心の確保に資する事を目
的としている。税金等の滞納を
市民生活支援のきっかけとし
て、生活困窮者支援組織の一
元化を図りながら債権管理を
推進している。

先進的なまちづくり
（隠岐郡海士町）

大胆な行財政改革の「守り」と
強力な産業振興策の展開の
「攻め」の戦略を打ち出し、さら
に「子育て支援」の施策に重点
を置き子ども連れのIターンを
呼び込んでいる。高校の魅力
化にも力をいれ、現在は教育全
体の魅力化に取り組んでいる。

自立支援プログラム（北海道釧路市）

就業体験などを通じて自発的な社会参加を促す
自立支援プログラムを展開。生活保護における自
立は日常生活の自立・社会的自立・就労自立の3
つ。それぞれの要支援者の現状に合わせて段階的
な支援ができるように23の支援プログラムが用意
されている。2018年度では、受け入れを行うボラン
ティア委託事業所は30件、参加者数はのべ約1万
人と成果をあげていた。また、生活困窮者自立支
援事業は、その拠点として生活相談支援センター
『くらしごと』が設置され、ワンストップ型の相談窓
口として、早期支援・包括的・継続的に対応し成果
をあげているとの説明もうけた。
自立支援プログラムによる段階的なきめ細やかな
支援により生活困窮状態からの脱却を図れた事
例についても説明をうけた。

高齢者お出かけサポート（北海道帯広市）

高齢者の外出支援・社会参加推進・外出支援によ
る健康維持増進・公共施設利用促進による環境
負荷の低減を目的に、事業費約2億円の一般財源
を充当した事業で70歳以上の方が対象。市内運行
路線バスで降車時に高齢者バス無料乗車証を提
示することで運賃が無料となる。交付率は約6割
で、病院、買い物など生活に係る移動手段としての
利用ニーズが4割。年間約100万人の利用者があ
る。駐車場のない健康福祉施設や温泉施設へ通う
方も増え、病院や買い物だけの移動手段ではな
く、健康増進、外出促進、社会参加などの効果もあ
るとのこと。課題としては、事業の継続性・世代の
公平性の議論、特に子育て期の世代などからの理
解が得られるかという点とのこと。高齢者の地域
の交流の場への参加、居場所づくり、生きがいを見
つけるためには有効な支援事業であった。

地域コミュニティ交流センターで議会報告会を実施しました。９月議会の報告および参加された方との意見
交換を行いました。
医療体制・防災対策・少子高齢化対策・コミュニティ活動など各地域においての様々な課題・意見が出され、
参加された皆さんと語り合いました。
参加を呼び掛けたものの、住民の皆さんの参加がなく議会報告会を中止した地域もありました。今後このよ
うな事態を招かない様に広報広聴特別委員会で対策を検討します。

渡津地域コミュニティ
交流センター
11月15日（金）
参加者１９人

長谷地域コミュニティ
交流センター
11月16日（土）
参加者１7人

黒松地域コミュニティ
交流センター
11月24日（日）
参加者22人
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河野　  正行
永岡　  静馬

森脇     悦朗
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※開始時間は予定です。

練習に励む　濵田将吾くん
（山梨学院大学1年：浅利町出身）　
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議員活動レポート

議員クラブ
1月11日（土）に行われた江
津市チャリティー余芸大会
に出演しました。花崎祥子
先生の指導、梶谷真弓先生
の伴奏のもと今年は『優し
いあの子』『365歩のマー
チ』の2曲を披露しました。

（写真は練習風景です）

議員連絡会
9:30～

全員協議会
9:30～

本会議
10:00～

委員会
（議会運営）

15:00～

情報交換会
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8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

日 月 火 水 木 金 土

委員会
（予算）
9:30～

委員会
（予算）
9:30～

委員会
（予算）
9:30～

委員会
（総務文教）

13:30～

本会議
（一般質問）

10:00～

9:30～
本会議

14:00～

委員会
（建設厚生）

9:30～

本会議
（一般質問）

10:00～

委員会
（議会運営）

9:30～

題字：沖田 帆海さん
　　　（島根県立江津工業高等学校 建築・電気科1年）

おき    た ほの　 か

目指せ
プロゴルファー！
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